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研究成果の概要（和文）：道徳判断と道徳的動機づけがどのようにして道徳認知と社会的認知の相互作用から生
み出されるかを明らかにするとともに、その哲学的意義を導き出した。道徳的善悪の理性的認知と感情的認知は
ともに他者の意図の理解や他者の視点との相互作用を経て、道徳判断と道徳的動機づけを生む。ここから哲学的
意義として、道徳判断は状況の道徳的価値の認識であること（認知主義）、道徳判断それ自体に動機が含まれる
こと（内在主義）、道徳的行動は状況のあり方に強く影響されつつも、行為者の性格（徳）のあり方にも左右さ
れることを導き出した。

研究成果の概要（英文）：We investigated the way moral judgment and moral motivation are produced 
through the interactions of moral cognition with social cognition and derived its philosophical 
implications. Cognition of moral goodness and evil, whether by reason or by emotion, produces moral 
judgment and motivation through the interactions with the understanding of others’ intentions or 
the taking of others’ perspective. The philosophical implications we derived are that moral 
judgment is recognition of moral value of the situation (cognitivism), that moral judgment in itself
 includes motivation (internalism), and that moral behavior depends on the agent’s character 
(virtue) while it is heavily influenced by the situation.
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１．研究開始当初の背景 
（1）近年、いわゆる「道徳心理学（モラル
サイコロジー）」の研究が凄まじい勢いで発
展している。それは人間の心が「善悪」や「正
不正」といった道徳性をどのように認知して
行動するのかを体系的に研究する学問分野
であるが、そこには哲学、倫理学、認知心理
学、社会心理学、進化心理学、認知神経科学
など、多様な分野からの知見が集まり始めて
いる。道徳認知は大きく道徳理性と道徳感情
からなるが、それらの認知が他のさまざまな
心理過程とどのように相互作用するのかに
ついて、豊富な経験的データが蓄積されてき
ている。しかしながら、そのような経験的デ
ータにかんする体系的な理論的説明および
哲学的意義づけはほとんど試みられていな
い。 
（2）道徳認知と相互作用する中心的な心理
過程は「社会的認知」（他者や集団との関わ
りで生じる認知）だと考えられる。人間の生
活において道徳認知が向かう対象は、ほとん
どつねに他者の行為や人格性であり、我々は
「善い行為／悪い行為」や「善い人／悪い人」
といった評価を特定の人間関係や利害関係
を含んだ「所属集団」のなかで行う。そこで、
道徳認知と社会的認知の相互作用を体系的
に説明し、哲学的に意義づけることがとくに
重要となる。 
２．研究の目的 
（1）道徳的判断を導く認知的相互作用を研
究する。道徳的判断がさまざまな刺激要因に
よって変わりうるという現象を、道徳認知
（理性と感情）と社会的認知（意図理解・視
点取得）の相互作用として統一的に説明する
モデルを構築する。また、この成果の哲学的
意義を探究する。すなわち、社会的認知が道
徳認知の構成要素であるのかどうかを吟味
し、道徳的判断に関連する要素を明確化する
とともに、道徳的判断がいかなる内容をもつ
ものなのかを明らかにする。 
（2）道徳的行動を導く認知的相互作用を研
究する。道徳的に善い／悪い行動の実行は、
集団的要因や状況的要因に大きく依存して
おり、きわめて可変的であることが知られて
いるが、とくに「攻撃・援助」と「協力・罰」
に焦点を合わせて、それらの道徳的行動の背
後にある社会的認知をモデル化し、統一的な
説明を試みる。また、この成果の哲学的意義
を探究する。すなわち、道徳的動機づけに関
する内在主義と外在主義の論争に決着をつ
けることを試みる。また、道徳的行動が状況
に大きく依存するにもかかわらず、徳倫理学
の言う道徳的人格がなお有効かどうかを明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）道徳的判断と道徳的行動をめぐる多様
な現象を説明するために道徳認知と社会的
認知の相互作用をモデル化する。主として社
会心理学的実験、脳科学的実験、実験哲学的

調査を行ってデータを取得し、それに哲学的
考察を加えてモデル化を試みる。 
（2）道徳的認知と社会的認知のモデル化か
らその道徳哲学的な意義を明らかにする。と
くに道徳的判断の内容、道徳的判断と動機の
関係、道徳的人格をめぐる論争について哲学
的な探究を行う。 
４．研究成果 
（1）道徳認知と社会的認知の相互作用を研
究し、哲学的考察を加えた。 
①道徳的判断に関して道徳感情と社会的認
知がどう相互作用するかをモデル化するた
めに、それに関連する研究をいくつか行った。
まず、サイコパスが道徳と社会的慣習の区別
を正確に理解できないという事実を考察し
て、道徳と社会的慣習の区別が他者危害の有
無にあり、サイコパスは他者危害による他者
の痛みを共感的に認識できないために、その
区別を理解できないのだということを明ら
かにした。第二に、他者の痛みに対する共感
反応の生起プロセスを脳科学的レベルで理
解することに取り組んだ。第三に、自由意志
判断および道徳的責任判断が他行為可能性
の有無によってどう左右されるかを実験哲
学的に調査して、それらの判断のメカニズム
を考察した。第四に、有責性判断・他者への
制裁意図・不平等是正判断に関する質問調査
を実行し、その分析を行った。第五に、道徳
的直観・自由意志信念・推論バイアスを軸に
して道徳的判断メカニズムの分析を行った。 
②道徳的行為に関して道徳理性と社会的認
知がどう相互作用するかをモデル化するた
めに、道徳理性がどのように社会的認知の影
響を受けるかを探った。それとともに、道徳
感情が道徳理性と相互作用を有しつつも、基
本的にはそれから独立であるために、道徳理
性が社会的認知の影響を受けても、道徳感情
はその影響を受けず、それゆえ道徳感情と道
徳理性の間に葛藤が生じることがありうる
ことを理論的に解明した。 
③道徳的判断と道徳的行為に関する以上の
研究により、道徳理性、道徳感情、社会的認
知は、互いに相互作用しつつも、それぞれ基
本的には独立の過程であり、どれかが基礎と
なって他のものがそれに従属するという一
方向的な関係ではないこと、それゆえこの三
者は互いに協調・調和することがある反面、
ときには互いに対立・葛藤することもあるこ
とをある程度、明らかにすることができた。 
（2）道徳的判断における道徳理性と社会認
知の相互作用、および道徳的行為における道
徳感情と社会認知の相互作用にとくに焦点
を当てて研究し、哲学的考察を加えた。 
①道徳的判断や行為は三人称的な視点から
理性的になされることもあるが、その基礎に
は二人称的な視点から面と向かって情動的
に行われる道徳的判断や行為があり、これら
こそが道徳的実践の核心であることを明ら
かにした。 
②ゲーム理論と強化学習の考え方に基づき、



社会規範が集団内に定着する過程について
理論的・実証的な検討を行った。理論面では
二者の間で視点が共有される仕組みについ
て、「マッチングペニーゲーム」と呼ばれる
二人ゲームを使ってモデルを構築した。実証
面では、このモデルに基づく行動実験および
fMRI 実験を行った。 
③道徳的主体性が知覚されると、道徳的主体
として道徳的責任を担う者とみなされるの
にたいし、道徳的経験性が知覚されると、道
徳的客体として道徳的配慮の対象とみなさ
れる傾向があることを社会心理学的な実験
により確かめた。 
④道徳的判断と意図性判断の相互作用に関
わる神経基盤，とくにその影響の方向性を明
らかにするために、実験哲学において議論さ
れてきた副作用効果をもたらすシナリオを
組み込んだ脳機能イメージング実験を実施
し、データを取得した。 
⑤道徳認知と社会認知を峻別しない倫理学
理論の一つである徳倫理学について包括的
な考察を行い、そのような見方が現在におい
ても十分それなりの説得力をもつことを明
らかにした。 
⑥自由、責任、義務、直観といった心理的要
因が、自由意志論や道徳認識論の中心的概念
と重なるものであり、これらが経験的知見か
ら哲学的含意をとりだすうえでの接点とな
ることを明確化した。 
（3）社会的認知が道徳的判断にどう影響す
るかをいくつかの観点から考察・解明し、哲
学的考察を加えた。 
①道徳的ディレンマのなかでも悲劇的ディ
レンマにおいては、よりましな行為を選択し
た行為者に対して同情を禁じえないとして
もなお、その行為が道徳的に正しいとは言え
ないことを明らかにした。 
②どんな対人関係とその認知のもとでネガ
ティブな道徳関連感情（シャーデンフロイデ
や嫉妬）が発生するかに焦点を当てて、その
ような感情の規定要因を解明するために実
証的研究を行った。 
③高齢者に対する偏見や、犯罪被害者が被害
者参加制度に対して抱く評価など、応用的問
題にも踏み込み、道徳的評価を含む判断バイ
アスの規定要因を研究した。 
④自由意志に基づいて意図的に行為がなさ
れたかどうかに関する判断の基盤となる
我々の自由意志概念は、両立論的側面と非両
立論的側面の両方をはらんでいて、首尾一貫
したものではないことを実験哲学研究の結
果および概念分析によって見出し、よりよい
道徳的実践のために我々の自由意志概念を
部分的に修正する必要があることを明らか
にした。 
⑤道徳的判断の基盤となる他者の心的状態
の推測には、メンタライジングネットワーク
と呼ばれる脳のネットワークが関与するこ
とが知られているが、このネットワークの働
きを探るために、fMRI 用の「心の理論ローカ

ライザー」を開発した。 
（4）道徳的行動（それをもたらす道徳的判
断や意思決定も含む）がどのような要因によ
って決定されるかを研究し、哲学的考察を加
えた。 
①道徳的行動の決定因については、従来、性
格を重視する徳倫理学的な立場と、状況を重
視する状況主義的な立場との間で論争がな
されてきたが、研究の結果、いずれの要因も
関与するとの結論に至った。道徳的行動は内
的要因（個人の性格や価値観など）と外的要
因（個人を取り巻く環境のあり方）の両方に
影響される。また、内的要因は不変ではなく、
それまで個人がどのような状況のもとでど
んな経験をしてきたかによって変化しうる。
②リスクをどれくらい重視して道徳的な意
思決定を行うかは、個人が自分の場合にその
決定を行うときと他者の場合にその他者の
決定を代行するときとでは違いが見られる
が、その違いは個人の「社会的価値志向性」
の程度によって異なることを見出した。 
③犯罪場面や社会的ディレンマ状況での道
徳的判断は、理性的、論理的判断を重視する
フレームを採用したときに、心理的距離およ
び自由意志信念によって影響され、情動が支
配的なフレームでは必ずしもそうではない
ことが分かった。 
③脳機能イメージング法を用いた実験によ
り、社会規範に対する説得を受けて規範への
賛成の度合いが高まるときには、社会性に関
わる脳の諸領域の活動が上昇し、そうでない
ときには側頭葉の一部の活動が上昇するこ
とが分かった。 
④哲学的考察により、情動は世界の価値的な
あり方を身体的に感受するものであり、それ
ゆえそのような価値的なあり方を正しく捉
える道徳的情動は正しい道徳的判断や適切
な行動を導くことができることを明らかに
した。 
⑤実験哲学的な手法により、道徳的直観の批
判的検討行い、倫理学の理論構築における道
徳的直観の役割について見直しを行うとと
もに、道徳的直観が道徳的判断・行動に及ぼ
す影響を再考した。 
⑥道徳的判断に動機が内在するとする「動機
内在主義」とそうでないとする「動機外在主
義」のメタ倫理学的論争に関して、道徳的判
断の本性の吟味により、動機内在主義のほう
が妥当であることを明らかにした。 
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